
ガンタイプノズノレによる泡消火薬剤の

消火効果の確認実験について
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概要

ガンタイプノズノレを使用しクラスA泡消火薬剤「フオスチェックj とクラスB泡消火薬剤「ジェットフ

ォームXXJの消火効果を確認するための基礎実験を実施した。実験方法は、 2単位夕日ブを回転テーブ

ノレに載せ 1周 7秒で回転させながら 7秒間放水し、放水形状(ストレート、展開 30度)及び泡消火薬剤の

濃度 (0.1%、0.3%)の設定を変えて行った。実験結果は、水より泡消火薬剤を含んだ混合水がクリブ直

上の混度を降下させた。また、フォスチェックとジェットフォームXXの消火効果については、概ね同等

であったc

1 はじめに

東京消防庁では、平成13年からクラスA泡消火葬翻を使用

しー舵i<!Xに対応しているが、他の泡消火剤もストックしてい

ることから合理的な使沼という総長から当庁警防部から実験要

請があり、確認をすることになった。泡消焔草剤による趨礎実

験出品去にもおこなっているが、放水設定や放水者の協青によ

って影響されやす古泊ったので、この実験では、できるだけ政k

者のぜ術に影響されないが去で期面することにした。

実雪合結果は、関係部署で検討され磁1&J:k!XにクラスB泡消

火薬剤め使用が決まった。

なお、ここで言う泡消火薬剤は、消防法第21条の2による

検定の型式主主認でA火災用とあるものをクラスA泡消火薬淘L

そ恥叫)j"トのものをクラスB泡消火薬剤とする。

2 実験

(1) 実験期間

平成17年 11月7日(月)から 11月9日(木)

( 2) 実験場;所

消防科学研究所燃縫実

験棟内に設けた写実lの

移動実験室を使用した。
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写真1 移動実験室の前面
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(3) 実線者

第一研究室、劉闘日

(4) 実験方法

実験は、「高圧噴霧、制く装置等による消火効果に関する研究

についてJ(以下町南Y<効果の研予むという。)で実施した方法

を基沫にした。

移毅側発室内に「消火器の協青上の規格を定める省令(昭和

39年9月 17日、自治省令第27号)Jに基づく普通火災に女4す

る第l模 型 包l下「クリブj という。)を配置し、ガソリン0.5

リットルを劫燃調lとして3分間燃焼させた後、クリブから 5m再街も

た位置より 7秒晶勃財くし、消火までの放水量及びクリブ上部の

混度を測定した。

なお、消火の事噺は放水停iと後5分以内に再燃しないものと

し、再燃した場合は、消火するまで7秒間放水を繰返すことに

した。再燃した場合の放水する時期は、予備実験により、目視

て河子うことにした。

( 5) 実験設定

移動実験室(室内幅3.3m、室内射す3.6m、室内高2.1m) 

は、鉄骨造で、内埋ま、天井を軽景気泡コン夕日}ト板〈厚さ 50

lIlIlUにステンレス板(厚さ 0.3祖m)貼りとし、正面に、関口部(憾

1. 11m、高さ1.85m)をlカ厚寄生けている。

(6) ii物納の設定

燃焼物は、 3C町 X35四X900四の杉材を600Cで24待問機減

車操させた含水率10%以下のクリブ在使用し丸設置位援は、

図 1，2のとおり正面開口部から1.75mの中刻立置に回転テー

ブノレ、鉄製台座に載せ設援した。
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( 7) 泡消火薬剤

ア クラスA泡消火事部

フォスチェック巴型式承認泡第 13-7号)閥古川|テクノマ

テリアノレ

イ クラスB泡r削白菜舟l

ジェットフォームxx(型式承認泡第 16-4号) ニッタ

ン株式会社

( 8) 放水{字形

放水体系;士、図3で示すとおりで、ガンタイプノAJレ(アク

ロン怯重量 1720T4)を使用し丸

f四
40mmxl 

ー. GlIやType
65四 =>4C阻

媒介金具

2.5t水槽

堕3 放水体形

(日)駄条牛

放水創的、「消火効果¢研刻を参考に、回転テープノレの

周期を7秒とし、放水時間も回転テープノレの淘期に合わせ7秒

とし、予備実験を裁量し消火1ぬ兄を磁善意し決定した七

写真2 消火直前の状況

(10) 脆k対宏

消火水は、所定の濃度にした混合水を水槽に準備し1ぉ肋k

量は、「消火効果の研究jよりクリブを消火するための水量が

30リットノレであったことから、回転周期7秒に合わせ230リッ

トノレ/分 (26.8リットノレ)で放水することにした。放水は、ク

リブ放水直後の圧力低下による流量不足を避けるため、主it7J¥調

始 15秒前に、流愛計が230リットノレ/分になるまで、ポンプ軍

の肢幻王カを上げ調整した後、シャットし、着火3分後に、ク

リブから水平蹄官で5mの位震から肋kした。噴霧紡jくについ

ては、概ね90cm四方のクリブが覆われる展開とし展隠角度を

30度(ラッチ8)プ々にした。

なお、放水者によるノズルの揺らしは、ストレートが結E方向

のみとし、噴霧左i17kを画定した。いずれも放水隣始、停止は、

主主7k:指揮者の指示のもとに実施した。

※ラッチBとは、ノズノレを絞った位置を0とし、展開した時のベアリン

グがはまる B番目の位震主である。ラッチ口はストレートである。

(11) 測定

測定は、次のとおり腕k量、温度および映像記録とし、図1

に示す位置で行なった。
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ア放水量

放水量l土、愛知日持十電気抵裂の溜磁流量計で測定しt~，

イ温度

温度は、シース型K熱電対(JISC 1605規格品、シースタト径

1.6醐、素線径:0.3四)でiWJ定したい。

ウ 映Iま記録

映像は、ソニー社製デジタノレピデオカメラIlCR-VX2000で記

録した。

エデータ言醜

データ記録j士、 NEC担会主ノートパソコンと泊言書道気干並製デー

タロ方イADAC21で、測定1間隔を1秒にして測定し印形式で

言芭悲したー

(j2) 制 c条件

実験は、肋jく条件ごとに1罰とし、表lのとおり裁面した。

表1放水割特
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~4 天井から 60cmの温度変化

3 実験結果

(1) 温度測定

温度測定l土、 2点計測したが、天井から 5cmの温度は、天

井仕上げ材の轍すこよる影響主主大きく、クリブ消火の判断がで
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きないため隠淋し、天井から 60cmのクリブ直之の温度を評価

の基準にした。

クリブ直上で天井から 60cmの温度降下は、図4から6のと

おりであった白
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図5 放水直後のフォスチヱツヲと水の温度変化
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図日 放水直後のジヱツトフォームxxと水の温度変化

( 2) 消火状況

全ての本実験は、全てl回 (7秒放水〉で消火した

(3) クリブのj尭失状況

i筒i:i<したクリブは、全てクジブ中心に円校状の燃え抜けによ

る消失がなかっfら

(4) 泡の付着状況

消火直後¢全てのクリブの表面には、泡の残存がなかった。

4 考察

(1) クリブについて

図4のとおり着火後の温度上昇及び哨火直前の混度が800'C

から 900'Cの範囲であったことから、ほぼ間一条件刊のクリアを

使用したと考えられる。

( 2) 淘吏降下による比較

ア 260'C財同寸の引火温度)までの温度降下

(ア) フォスチェックについて

表2のとおりフォスチェック 0.1%は、ストレートが4秒、



噴霧が8秒であったのに対し、 0.3%は、ストレートが 10秒、

噴霧が 16秒て、あったことから、 0.1%の方が早く消火した。

また、それぞれの濃度による放オ冴主状は、噴霧よりストレー

トの方が早く温度寄下したことから、クリブ中心まで放水が到

達した影響が考えられる。

表2 昆度降下の推移

並木曜臨から 故本国語自ら
璃虫草剤 1M田tt 童置 歯車置前 7静佳 14普桂 260'C田下にな四℃且下にな

る局間 る時間

事需 843.2 479.6 180.4 8骨 5分43骨

0.1 

ストレート 844.5 11日 79.6 4jJ 2分18tJ.'

フオスチヱワタ

瞳書 788.6 453.8 邸17 i岬 47骨

0.3 

ストレート 842 ~Q1 89.3 問時世 19骨

噴轟 856.4 67.1 73.8 5骨 3分44jj

0.1 

ストレート 位1.8 関8.8 415.4 ぬ骨 40秒

ジェットフォ同ムX'J.

噴霧 849，9 25苅4 257.1 lf世 4卦3岬

目

スト"-ト 845 45.1 74.1 3静 4仕お静

水 噴需 。832.3 463.6 356.5 42骨 5卦14骨

(イ) ジェットフォームXXについて

表2のとおり、ジェットフォームXX、目賓室主ストレート

(0.1%ストレートを除く)ともに3秒から 7秒、¢範図で温度降

下したことから、 0.1%と0.3%は、ほぼ同等の消火効果と考え

られる。

ジェットフォームXXO.l%ストレートは、宮司6のとおり、

水と同様の温度降下をした後、37秒まで3∞℃以上で推移し、

40秒ヰこ lWC以下となった。この実験をビデオ映像で擁認する

と、消火の際、図7のような消火の抜けがあった。このことが

完途な消火につながらなかったため無炎燃尭となり、クリブの

温度鋒下を妨げた原因と考えられるが、図4で苛弓寸且度溜晶を

見れば{車の泡消化事窃lと同様lこj由日記効果があったと考える。

放水の朝湖:

消火抜け

図7 クリブの消火抜け
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イ !OO'Cまでの混度降下について

(ア) フォスチェックについて

表2のとおり、フォスチェック札 1%は、ストレートが2分

18秒、噴霧が5分43秒であったのに対し、 0.3%は、月トレー

トが 19秒及ひ中質霧が47秒であった。この混度降下の違いは、

0.1%よりも 0.3%が発泡し、夕日ブ内部まで泡が付者t.-.諸君し

た結果と考えられる。

(イ) ジェットフォームXXについて

表2のとおり、ジェットフォームXXO.l%ストレートが40

秒だったが、 f自の方財く剣牛では、 3分44秒から4分30秒だっ

た。これは、泡消火嘉吉司jの発泡が大きかったため、放水がクリ

ブ中心まで到達しずらかったものと考えられる。このため発泡

が少ない 0.1%ストレートの放水が、クリブ中Il.~'こ到達したこ

とが、他よりもクジフ守の混度降下につながったとものと考えら

れる。

ウ水との比較

フォスチェックス及びジェットフォームXXの消火効果は、

図4のとおり、水よりも優れていた。このことは、水にはない

泡の発泡による付着と、界.00活胡jの影饗によるオ嚇の炭化亀

裂日こ浸透し易さが消火効果に表れたと考える。

5 まとめ

今回の実験に使用した泡消火薬剤は、濃度を0.1%と0.3%

に変化させた場合でも温度降下が、水より優れていること古i確

認された。

フォスチェックは、 0.1%噴霧、ストレートともに消火後、

温度低下をするが、再ひ温度主昇し、ジェットフ比一ムXXも

0.1%ストレートを除き 0.1%噴霧、 0.3%噴霧、ストレ}トが

温度上昇をしているが、キ列オの発火温度2印'CIこまで上昇せず

再発火しなかったことからどちらも有効な放水だったと考える。

また、消防活動でフォスチェックを0.1%で使用していたこ

とから、フォスチェックの260'C以下になる開閉が最短4秒、

!OO'C以下となる時間が最長5分43秒であったことから、この

範囲を消dく効果の基準と考えると、ジ:.r.yトフォームXXが

260'C以下になるE寺閉が最短3秒、!OO'C以下となる日封筒が最長

4分30秒であったことから、ジェットフォームXXの消火効果

は、概ねフォスチェックと同等と考えられる。
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